
任
あ
い
さ
つ

新
任
あ
い
さ
つ

　

風
薫
る
五
月
、
花
が
咲
き
万
物

生
気
に
満
ち
た
心
地
よ
い
新
緑
の

季
節
と
な
り
、
町
会
皆
様
に
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
町
会
役
員
の
改
選
に
当

り
、
不
肖
私
が
連
合
町
会
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
微
力
の
私
で
す

が
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
頂
き
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

町
会
組
織
と
致
し
ま
し
て
は
、

新
町
会
長
（
五
名
）
を
迎
え
九
人

体
制
で
住
民
相
互
の
親
睦
、
特
に

人
と
人
の
結
び
付
き
「
絆
」
を
大

切
に
し
子
供
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く

り
を
心
が
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
」
元
年
と
云
わ

れ
た
昨
年
か
ら
市
出
張
所
が
、
内

田
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と

名
称
が
変
り
、
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
福
祉
ひ
ろ
ば
、
内

田
地
区
公
民
館
で
日
々
行
わ
れ
て

い
る
活
動
こ
そ
が「
地
域
づ
く
り
」

の
原
点
で
あ
り
、
更
な
る
横
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
送
迎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
、
ご
年
配
の

方
々
が
参
加
出
来
る
様
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
多
く
の
ご
利
用
を
期

待
致
し
ま
す
。
ま
た
内
田
公
民
館

は
昭
和
六
十
二
年
竣
工
、
築
三
十

年
以
上
経
過
し
、
何
か
と
不
便
な

点
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
に
向
け

公
民
館
の
改
装
工
事
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
、
ご
要
望
を
伺
い
、
良
い
公

民
館
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
会
と
し
て
は
、
先
輩
諸
氏
が

築
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
内
田
地
区

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
更
な
る
発

展
を
さ
せ
て
い
く
事
が
町
会
長
の

任
務
か
と
思
い
ま
す
。「
継
続
は

力
な
り
」
し
っ
か
り
勉
強
し
て
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
様
精
進
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
り
に
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
公
民
館
長
会
の
会
長

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
第
一
町
会
の
前
澤
宏
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

も
と
よ
り
そ
の
器
で
な
く
、
内

田
地
区
に
は
多
く
の
優
秀
な
先
輩

方
が
お
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

若
輩
の
私
が
会
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
、
事
の
重
大
さ
を
、

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
お
受
け
し
た
か
ら
に
は

そ
の
席
を
汚
す
こ
と
な
く
、
私
の

会
社
生
活
四
十
年
余
り
の
中
で

培
っ
た
経
験
を
少
し
で
も
公
民
館

活
動
に
活
か
し
、
地
区
の
皆
様
か

ら
期
待
さ
れ
親
し
ま
れ
る
公
民
館

活
動
の
運
営
に
誠
心
誠
意
努
力
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

地
区
に
お
け
る
公
民
館
は
大
き

な
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

　

今
年
度
か
ら
内
田
公
民
館
の
公

民
館
主
事
と
な
り
ま
し
た
、
赤
羽

と
申
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

ま
た
内
田
地
区
の
発
展
の
一
助
と

な
れ
ま
す
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
確

実
に
地
域
の
こ
と
を
覚
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

内
田
で
の
最
初
の
記
憶
は
、
小

学
生
の
時
の
牛
伏
寺
遠
足
で
す
。

と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、
素
晴
ら

し
い
景
観
で
得
ら
れ
た
感
動
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
折
に
触
れ
、
内
田
の

文
化
財
や
史
跡
を
訪
れ
学
び
、
内

田
地
区
に
早
く
馴
染
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
主
事
と
し
て
は
初
任
の

た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
公
民
館

を
繋
ぐ
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
、生
涯
学
習
の
場
、離
れ
た
方
々

の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
で
親
睦
、
協
調
心
、
絆
を
、

文
化
的
交
流
で
心
の
豊
か
さ
、
思

い
や
り
を
、
青
少
年
育
成
で
次
代

を
背
負
っ
て
ゆ
く
子
ど
も
達
を
育

て
る
等
で
交
流
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
公
民
館
は
人
生
の
学
校
で

す
。
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
地
区

の
皆
様
が
主
体
に
な
っ
て
企
画
運

営
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
参
加
し

て
交
流
を
深
め
て
下
さ
い
。

　

歴
代
の
会
長
方
、
諸
先
輩
方
が

築
か
れ
た
功
績
を
汚
す
事
な
く
、

「
全
力
で
努
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
何
卒
温
か

い
ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
四
月
よ
り
寿
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
か
ら
内
田
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
参
り
ま
し

た
、
分
部
哲
志
と
申
し
ま
す
。
主

に
窓
口
等
の
出
張
所
業
務
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

内
田
地
区
は
風
光
明
媚
な
土
地

柄
で
、
歴
史
に
関
わ
る
事
物
も
多

く
大
変
楽
し
み
に
し
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
地
区
の
皆
様
も
お
お

ら
か
で
の
び
の
び
と
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
中
に
早
く
溶

け
込
め
る
よ
う
誠
心
誠
意
励
ん
で

参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
身
で
す
が
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

内田地区
町会連合会

会長　春日 睦美

内田地区
町内公民館長
会長　前澤 宏

内
田
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

分
部 

哲
志

内
田
公
民
館赤羽 

文
哉
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世帯数 945 戸

人　口 2,441 人

男 1,224 人

女 1,217人

平成 27 年５月１日現在



寿
台
養
護
学
校
校
長

　

新
任　

中
原　

順
治

　

退
任　

大
和
田　

司

松
本
ろ
う
学
校
校
長

　

新
任　

洞
澤　

佳
久

　

退
任　

米
持　

絹
子

芳
川
消
防
署
長

　

新
任　

大
友　

孝
志

　

転
任　

百
瀬　
　

渉

内
田
保
育
園
園
長

　

新
任　

上
村　

元
子

　

転
任　

藤
野　

園
子

内
田
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
出
張
所
・
公
民
館
）

　

転
入

　

窓
口
担
当　
　

分
部　

哲
史

　
（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

　

公
民
館
主
事　

赤
羽　

文
哉

（
納
税
課
よ
り
）

　

転
出　

塩
原　

健（
山
岳
観
光
課
へ
）

　

産
休
育
休　

高
橋　

菜
緒

子
ど
も
会
育
成
会

　

１　

一
ノ
瀬
修
一
（
会
長
）

　

７　

小
林　

千
夏
（
副
会
長
）

　

３　

関
森　

実
紀
（
会
計
）

　

４　

横
山　

明
美
（
副
会
長
）

　

８　

山
口　

珠
美
（
副
会
長
）

　

９　

関　
　

和
加
（
副
会
長
）

明
善
小
学
校
P
T
A
内
田
支
部

　

２　

第
１
支
部
長　

越
智　

景
子

　

７　

第
２
支
部
長　

北
原　

清
子

明
善
中
学
校
P
T
A
内
田
支
部

　

支
部
長　

中
村　

泰
枝

　

支
部
長　

西
尾
明
日
香

サ
サ
ラ
踊
り
保
存
会
長

　

６　

春
日　

睦
美
（
連
合
会
会
長
）

衛
生
協
議
会
長

　

７　

森　

喜
代
美

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

　

４　

百
瀬
二
三
子

交
通
安
全
協
会
支
部
長

　

２　

高
野
栄
太
郎

防
犯
協
会
長

　

７　

河
辺　

素
康

防
犯
女
性
部
長

　

８　

佐
藤　

和
子

消
防
21
分
団
長

　

５　

丸
山　

英
紀

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
長

　

３　

中
山　

範
子

財
産
管
理
委
員
長

　

３　

横
山　

良
春

　

２　

中
嶌
佳
代
子

　

３　

加
藤　

昭
仁
（
全
市
版
）

　

４　

前
澤
し
お
り

　

５　

横
山　

周
次
（
委
員
長
）

　

６　

北
原　

清
吾

　

７　

二
條　

宏
昭

　

８　

野
口　

勝
典
（
副
委
員
長
）

　

９　

百
瀬　

泰
伸

図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

１　

堀
内　

直
之
（
副
委
員
長
）

　

２　

北
原　

美
恵
（
委
員
長
）

　

３　

青
栁　

政
彦

　

４　

青
木　

律
子

　

５　

藤
森　
　

淳

　

６　

横
山　
　

剛

　

７　

小
口　

裕
子

　

８　

野
口　

勝
典

　

９　

山
田　

哲
也

文
化
委
員
長

　

５　

丸
山　

洋
子

体
育
委
員
会

　

１　

梶
原　

崇
弘

　

２　

中
島　

達
也

　

３　

奈
良
木
功
司

　

４　

横
山　
　

仁
（
会
計　

正
）

　

５　

丸
山　

智
紀
（
副
会
長
）

　

６　

奥
原　

孝
洋
（
理
事
長
）

　

７　

山
岸　

秀
行

　

８　

木
藤　

良
彦
（
会
計　

副
）

　

９　

五
味　

岳
秋
（
会
長
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

８　

佐
藤　

兼
平

　

９　

小
林　

恵
子

町
会
長
（
○
印
は
新
任
）

　

①　

村
上　

忠
夫

　

２　

滝
澤　

善
隆

　

③　

伊
藤　

紘
一

　

４　

百
瀬　

博
久
（
副
会
長
）

　

⑤　

葛
原　

守
久
（
会
計
）

　

６　

春
日　

睦
美
（
連
合
会
会
長
）

　

⑦　

河
辺　

素
康

　

８　

宮
坂
喜
美
雄

　

⑨　

内
川　

吾
郎

町
内
公
民
館
長

　

１　

前
澤　
　

宏
（
会
長
）

　

２　

百
瀬　
　

丘

　

３　

青
柳　

和
茂
（
副
会
長
）

　

４　

小
島　

康
弘
（
副
会
長
）

　

５　

赤
羽　
　

保

　

６　

川
上　
　

誠

　

７　

小
島　

康
男

　

８　

丸
山　

純
生

　

９　

外
丸　

尚
幸

町
内
公
民
館
主
事

　

１　

上
條
富
士
夫
（
副
会
長
）

　

２　

中
嶋　

源
茂

　

３　

福
嶌　

重
雄
（
会
長
）

　

４　

神
谷　

誠
一

　

５　

丸
山　

剛
徳

　

６　

中
村　

富
一
（
副
会
長
）

　

７　

依
田　

優
一

　

８　

両
角　

隆
志

　

９　

小
林　

昭
彦

館
報
編
集
委
員
会

　

１　

鈴
木　

弘
章

役
員
紹
介

人
事
往
来

各
種
団
体
長

　

今
年
は
善
光
寺
の
御
開
帳
が
四
月
五

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
五
十
七

日
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線

の
金
沢
開
業
も
あ
り
、
前
回
の
御
開
帳

以
上
の
ご
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
る
と
の

報
道
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
日
乗

車
し
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
は
、

平
日
の
善
光
寺
周
辺
の
人
混
み
は
少
な

く
金
沢
へ
人
が
流
れ
て
い
る
の
で
は

と
、
心
配
そ
う
に
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
方
、
縁
あ
っ
て
金
沢
市
長
の
講

演
会
を
聞
く
機
会
も
あ
り
、
そ
の
内
容

に
感
銘
を
受
け
る
と
共
に
、
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
さ
ん
の
心
配
に
現
実
味
を
覚

え
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
観

光
都
市
と
し
て
の
金
沢
を
如
何
に
売
り

込
ん
で
い
く
の
か
、
首
長
と
い
う
よ
り

企
業
家
的
な
発
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
の
強
み
を
磨
い
て
、
売
り
込
む
先

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
自
分
が
自
治
体
の
先
頭
に
立
っ
て

行
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
か
ら

の
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
た
め
の
観
光
ル
ー

ト
も
模
索
し
て
い
ま
す
。
凄
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
街
を
盛
り
上
げ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
今
、
金
沢
の
街
は

観
光
客
で
凄
い
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
新
幹
線
の
開
業
効
果
だ
け
で
な
く
、

そ
の
陰
に
は
街
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み

の
成
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
を
聴
く
ま
で
は
、
自
治

体
の
取
り
組
み
を
身
近
に
は
感
じ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
金
沢
市
の
取
り
組

み
と
、
金
沢
の
街
に
人
が
集
ま
る
様
子

を
見
て
、
そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
金
沢
市
の
様
に
自
治
体
が
ス
タ

ン
ス
を
市
民
に
分
か
る
よ
う
に
示
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

事
で
、
企
業
や
市
民
の
一
体
感
が
取
れ

た
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
私

も
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
参
加

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
館
報
「
は
ち
ぶ
せ
」

が
そ
の
一
端
で
も
担
え
る
よ
う
、
情
報

発
信
を
し
て
い
く
と
共
に
、
読
み
や
す

い
誌
面
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。第五

町
会　

横
山　

周
次
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